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令和３年度も、まとめの時期に近付いてきました。本校では、目指す子ども像を「五感を使い仲間と共に

学び続ける子」と設定し、研究を深めてきました。今回は、今年度の実践の中から、松崎先生が実践した、４

年生社会科「アイヌ民族の昔のくらしと今につながる文化」の授業実践を単元丸ごと紹介します。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の窓～研究部報⑨ 

「五感を使って仲間と共に学び続ける子」を育てる 

1時間目：昔のアイヌの人たちの生活の様子を絵から見つけて予想する 

2時間目：シト（団子）はどのように作って食べていたのかを調べ、自然の恵みを生かす生活について考える 

３時間目：昔のアイヌの子どもたちの遊びを体験する 

１枚の絵から、疑問を

引き出し、単元の学習

問題をつくりました。 

遊びの道具を借りて体験！五

感を使って学びに浸る子ども

たちの姿が印象的でした。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サケの皮のよさを具体的に 

サケの皮や、皮の靴の実物や靴を手に取って観察し

たり、全員に配付したサケとばの皮を触ったり濡らした

りしながら、「皮が水をはじくから、魚をとる時に川の中

に入っても濡れない。」「皮がしなるから狩りの時に動

きやすい。」など、皮のよさを追究していき、昔のアイヌ

の人たちの自然で生きていく知恵について考えていき

ました。 

アイヌの人たちの自然に対する考えを深める 

子どもたちは２～５時間目の学習で「捨てずに無駄なく使

う」「全ての動植物や道具などの物＝カムイ（神）」というアイ

ヌの人たちの考えを学んでいました。ボロボロになった靴は、

ゴミとして捨てるのではなく、「お祈りをしてカムイの世界に送

り返す」という事実を提示（儀式の言葉を聞く）することで、既

習を使いながらアイヌ民族の自然観について考えを深めるこ

とができました。 

４時間目：自分たちの生活と比べてなぜ昔のアイヌの子どもたちは投げ輪突きなどをしたのか考える 

５時間目：子どもたちが遊んでいた話から、マレク漁について考える 

６時間目：昔のアイヌの人たちは、とったサケを食べるだけではなく靴にする意味を考える 

体験したことをもと

に、考えを広げて

いきました。 

チェプケリ（鮭皮の靴）に興味津々の子

どもたち。子どもたちの発言に対し切り

返して具体化したり、板書に整理したりし

て、子どもの考えをつないでいきました。 

ピリカコタンでの現地学習でも、展示物を見たりアイヌ文様を作ったりしながら、生き生きと活動する姿が見られました。こ

れからも、子どもたちが五感を使いながら夢中になって学習に浸る教材化を各学年で進めていきます。 


